
       
 

Statement  

GAVIアライアンスとIFFImは日本の皆様に深い哀悼の意を表します。 

GAVIアライアンス会長 ダグフィン・ホイブラテン IFFIm会長 アラン・ ギレスピー 

2011年3月15日、ジュネーブ – 

GAVIアライアンス並びにIFFImの理事会と全てのスタッフは日本の皆様に深い哀悼の意を表しま

す。GAVIアライアンスの開発途上国へのワクチン普及活動は、IFFImが発行する 

ワクチン債をご購入頂いた多くの日本人の皆様に支えられて参りました。 

私どもは皆、地震と津波による余りに甚大な被害状況に対して大変なショックを受けておりま

す。私どもの思いは、この悲しい事態に直面している日本の皆様と共にあります。 

2008年以来、何千人もの日本の皆様に総額で15億ドルにも相当するワクチン債をご購入頂き、

私どもの活動を支えて頂いております。ワクチン債の発行・販売によって発行体であるIFFImが

投資家の皆様からお借りした資金は、GAVIアライアンスがワクチン普及を通じて開発途上国の

子供たちの命と人々の健康を守るため活用されています。 

 


